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◆
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
開
館　

　

昨
年
10
月
２
日
、文
化
の
殿
堂「
サ

ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
」が
堂
々
の
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
私
自

身
の
長
年
の
夢
が
実
現
し
、感
無
量
、

こ
の
一
言
に
尽
き
る
思
い
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
が
小
学
生
の
頃

に
完
成
し
た
上
田
市
民
会
館
の
51
年

の
歩
み
に
、
あ
り
が
と
う
と
、
お
礼

の
言
葉
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
種
の
こ
け
ら
落
と
し
事
業
や
美

術
展
、
あ
る
い
は
全
小
中
学
校
で
の

芸
術
家
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、「
文
化
創
造
元
年
」と
し
て
、
ま

ず
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
「
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化
」の
育
成
を

理
念
に
掲
げ
る
本
施
設
を
拠
点
に
、

プ
ロ
の
舞
台
を
見
る
だ
け
で
は
な

く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
型
講

座
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
感
性
を
磨
き
、「
想
像
力
」と「
創

造
力
」に
あ
ふ
れ
る「
人
づ
く
り
」に

努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◆「
真
田
丸
」の

　

放
送
決
定

　

２
０
１
６
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ「
真
田
丸
」の
放

送
も
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

日ひ
の
も
と
い
ち
本
一の
兵
つ
わ
も
の

と
呼
ば
れ
た
真
田
幸

村
公
の
生
き
様
を
描
く
、
大
河
ド
ラ

マ
決
定
の
吉
報
を
受
け
た
昨
年
５
月

12
日
。
あ
の
時
の
興
奮
は
未
だ
に
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

残
す
と
こ
ろ
放
送
ま
で
約
一
年
と

い
う
短
い
期
間
の
中
で
、
大
河
ド
ラ

マ「
真
田
丸
」上
田
市
推
進
協
議
会
を

中
心
に
民
・
官
連
携
を
図
り
、
駐
車

場
や
ト
イ
レ
整
備
、
商
品
開
発
、
飲

食
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
受
け
入

れ
態
勢
を
早
急
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
気
運
の
高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ

る
真
田
氏
ゆ
か
り
の
自
治
体
と
も
連

携
し
て
、
真
田
氏
な
ら
び
に
信
州
上

田
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
真
田
丸
」放
送
を
契
機
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
歴
史
を
学

び
、
生
涯
学
習
活
動
の
輪
を
広
げ
、

お
客
様
を
迎
え
る
お
も
て
な
し
の
心

を
醸
成
す
る
、
つ
ま
り「
ま
ち
づ
く

り
」そ
の
も
の
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
市
民
の
皆
様
の
御
支
援
・
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
本
夜
景
遺
産
や

　

ワ
イ
ン
特
区
の
認
定

　

昨
年
７
月
、
上
田
城
跡
公
園
が
一

般
社
団
法
人
夜
景
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る「
日

本
夜
景
遺
産
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ

り
」や「
上
田
城
け
や
き
並
木
紅
葉
ま

つ
り
」で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の「
芸
術

性
や
情
緒
性
な
ど
の
美
的
価
値
」や

長
年
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
、
小
規
模
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
開
設
が
可
能
と
な
る「
蚕

都
上
田　

ラ
・
サ
ン
テ
ボ
ナ
ー
ル　

ワ
イ
ン
特
区
」が
構
造
改
革
特
別
区

域
計
画
と
し
て
、
国
か
ら
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

　

國
酒
で
あ
る
日
本
酒
と
と
も
に
、

〝
果
樹
ど
こ
ろ
上
田
〞と
し
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
、
産
業
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

燦さ
ん

々さ
ん

と
輝
く
、明
る
い
未
来
の
創
造
に
向
け
て

〜
地
方
創
生
の
取
組
を
展
開
し
ま
す
〜

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
昨
年
、
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御
支
援
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
春
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
の
更さ
ら

な
る
発
展
を
願
う
多
く
の
皆
様
か
ら
の
力
強
い
御
支
持
を
賜
り
、
新

市
３
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の
重
さ
を
常
に
胸
に
抱
き

な
が
ら
、
16
万
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
職
責
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
活い

か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成27年 市長年頭あいさつ

22



年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
見
据

え
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
活
用
、
ま

た
、
長
野
・
松
本
・
上
田
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
連
携
、
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
、

真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と
の
連
携
な
ど
、

広
域
的
な
都
市
間
連
携
と
交
流
促
進

に
よ
り
、
人
口
減
少
克
服
・
地
方
創

生
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
明
る
く
健
康
で
幸
福
な
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
で
公
表
し

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
４
に
お
い

て
、「
健
幸
4

4

都
市
」と
い
う
10
年
後
の

将
来
像
を
市
民
の
皆
様
に「
提
案
」さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
健
康
な
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
、健
幸
都
市（
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
）を
提
唱
さ
れ
て
い

る
筑
波
大
学
大
学
院
の
久
野
教
授
に

よ
る「
健
幸
都
市
講
演
会
」な
ど
を
開

催
し
た
ほ
か
、
健
康
課
題
に
つ
い
て

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
治
会

単
位
で「
健
診
の
必
要
性
と
健
康
管

理
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

　
〝
幸
福
〞な
生
活
の
第
一
歩
は
、
心

と
体
の〝
健
康
〞で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
が
健
幸
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
実
施
や
街
中

循
環
バ
ス
の
導
入
な
ど
に
向
け
て
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
医
療
の
再
生

　

平
成
21
年
か
ら
５
年
間
の「
上
小

医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画
」の
成

果
を
踏
ま
え
、
更
な
る
地
域
医
療
の

再
生
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
と
信
州
上

田
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
財
政
支
援
を

行
い
、
救
急
時
の
上
小
医
療
圏
外
へ

の
搬
送
患
者
の
割
合
が
減
少
し
た
ほ

か
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦

人
科
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら

分
娩
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
等
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
い

て
は
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の

常
勤
医
師
確
保
の
取
組
を
強
化
し
、

一
時
32
人
で
あ
っ
た
医
師
数
が
60
人

近
く
ま
で
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
同
セ
ン

タ
ー
と
各
市
町
村
と
の
間
で
新
た
な

「
医
師
確
保
事
業
に
関
す
る
協
定
」が

締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
引

き
続
き
圏
域
全
体
で
地
域
医
療
の
再

生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
生
ご
み
減
量
化
・
紙
類
資
源
化
の

　

推
進
と
資
源
循
環
型
施
設
の
整
備

　

平
成
26
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て

「
雑
が
み
回
収
袋
」の
全
戸
配
布
と
、

「
通
風
乾
燥
型
生
ご
み
乾
燥
処
理
機
」

の
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
り
、
焼
却
ご
み
の
減
量

に
つ
い
て
は
、
着
実
に
成
果
が
現
れ

始
め
て
お
り
ま
す
。

　

27
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
て
引

き
続
き
減
量
化
の
取
組
を
進
め
る
と

「
健け
ん

幸こ
う

都
市
う
え
だ
」の
実
現
に
向
け
て

地
方
創
生
に
向
け

　

さ
て
、〝
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
〞の

創
生
と
好
循
環
を
確
立
す
る
た
め
の

「
地
方
創
生
」が
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ

れ
て
い
る
中
で
、
国
・
地
方
と
も
に
持

続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た

な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
に
し
ご
と
を
創
り
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
上
田
市
と
し
て
の「
地
方

版
総
合
戦
略
」を
早
急
に
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
の
北
陸
新
幹
線

金
沢
延
伸
や
２
０
１
９
年
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０

と
も
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
資
源

循
環
型
施
設
の
建
設
候
補
地
の
早
期

決
定
に
向
け
、
地
域
住
民
の
皆
様
と

の
合
意
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成27年 市長年頭あいさつ

33



　11月19日㈬、平成26年度上田市功労者表彰式を市役所で開催し、市政の各般にわたり
ご尽力をいただきました皆様を表彰しました。
　受賞された皆様は次のとおりです（敬称略・五十音順）。

平成26年度　上田市功労者表彰式
57名、12団体が受賞

◆功労表彰　47名・３団体
●自治部門（地方自治の振興発展に尽力された皆様）
石黒　豊 内堀　勝年 兒玉　將男 小林　三喜雄 佐藤　利幸 清水　俊治
圡屋　孝雄 肥田野　秀知 宮下　幸良

●教育・文化・スポーツ部門（教育・文化の向上発展、スポーツの振興に尽力された皆様）
市川　久子 小田中　讓 佐藤　正幸 中村　昭一 馬場　登美子 増澤　延男
西川　扇七郎 三井　久史 宮崎　泰広 宮本　達郎 召田　恵子 母袋　剛介
矢島　渚男 柳沢　清彦 上田ガス株式会社 株式会社上田ケーブルビジョン
株式会社デンセン

●社会部門（社会福祉の向上、市民生活の安定向上に尽力された皆様）
鮎澤　光子 池田　多津美 上野　孝賢 神尾　みち子 坂下　よし子 澤路　和子
關　和子 關　一 竹内　聖淨 塚原　美惠子 土屋　勲彦 堀田　芳子
増田　宗彦 水出　秀子 宮下　勝久 山本　忠義 横尾　智靖 横沢　孝子

功労表彰受賞者の皆様
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平成26年度　優良建設工事表彰 　平成25年度にしゅん工した上田市発注の請負金額
200万円以上の建設工事は232件で、そのうち請負金
額が500万円以上の工事は149件でした。この中から
市内に本社のある業者が施工し、工事成績評定点が
85点以上の工事について、優良建設工事審査委員会
で審査の上６件を選定し、その工事を施工した建設
業者、ならびに現場代理人が受賞されました。
　受賞された６社は次のとおりです。
●受賞　北澤土建㈱、㈲宮島工務店、三共テック㈱、
 ㈱堀内建設、㈱高山、渋沢電設㈱
　  契約検査課　TEL22・4100（内線1321）

市役所での受賞式（11月19日）

上田市功労者表彰式
　  秘書課　TEL22・3435

◆善行表彰　４名・２団体
（地域の安全安心、青少年の健全育成などのボランティア活動において、特に功績のあった皆様）
木島　紀美江 新保　薰代 高橋　幸夫 常田　九三好 ブライユ丸子 ボランティア大星

◆技能表彰　６名
（優れた技能を有し、技術の向上、後進の育成について、特に功績のあった皆様）
金井　益夫 北澤　和俊 田中　敏夫 増田　幸一 松井　榮昭 矢島　建人

◆まちづくり表彰　７団体
（地域づくりや、上田市のイメージアップにおいて、特に功績のあった団体）
上田自然に親しむ会　　内村っ娘の会　　岡の里山を守る会　　信濃国分寺蓮の花を育てる会
室賀川に水辺を甦らせる会　　ゆうあいまるこ　　米熊・慎蔵・龍馬会

●産業部門（産業経済の振興発展に尽力された皆様）
有賀　健一 石塚　綾子 小林　一郎 原　宏一 吉﨑　浩太郎

●消防部門（消防活動に尽力された皆様）
和田　道明

善行・技能・まちづくり表彰受賞者の皆様
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森工房
「大版画」の全貌展

　上田市出身の故森
もり

仁
ひと

志
し

氏から、平成24年、市に寄贈い
ただいた「大版画」全作品を特別公開します。さらに、大版
画制作の原点となった「カルナック巨石群」を描いた、森氏
の作品も同時公開します。
　著名作家の訪問を受け森工房で制作された、世界最大級
のリトグラフ作品の数々をお楽しみください。

森仁志氏追悼
ATELIER
MORI １月24日㈯～２月15日㈰

期　間 　１月24日㈯～２月15日㈰※火曜日休館
時　間 　午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）
場　所 　市立美術館
展示内容 　森仁志《石の記憶》
 池

いけ

田
だ

満
ま

寿
す

夫
お

《宗達讃歌（天）》
 岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

《風》
 カシニョール《午後の森》
 カトラン《大きな黄と黒の静物》
 東

ひがし

山
やま

魁
かい

夷
い

《緑の詩》　ほか
入場料 　一般500円（団体20名以上400円）
 大学・専門学校生300円（団体20名以上200円）
 高校生以下無料
 （本展の入場券で常設展もご覧いただけます）

関 連 イ ベ ン ト
◇オープニングトーク
日　時 　１月24日㈯午後１時30分～２時30分
場　所 　市立美術館［２階ホワイエ］
ゲスト 　魚

うお

津
づ

章
あき

夫
お

氏（版画研究者）

◇リトグラフワークショップ
日　時 　２月７日㈯午前10時～午後４時
場　所 　サントミューゼ［多目的ルーム］
講　師 　沖

おき

浦
うら

卓
たく

夫
お

氏（国画会会員）
○リトグラフワークショップ参加者募集
　リトグラフ制作にチャレンジしてみませんか。
　 対　象 　中学生以上　　 定　員 　先着12名
　 参加費 　無料
　 申し込み　 １月５日㈪～23日㈮に、電話で市立美術

館へ。

◇ギャラリーコンサート
日　時 　２月11日（水・祝）午後２時～３時
場　所 　市立美術館［企画展示室］
出　演 　神

かみ

谷
や

未
み

穂
ほ

氏（ヴァイオリニスト）

※ 市立美術館は１月14日㈬から23日㈮まで、山本鼎版画
大賞展審査、企画展準備のため、常設展・企画展はご覧
いただけませんのでご注意ください。

　市立美術館　TEL27・2300
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平
成
18
年
の
市
町
村
合
併
か
ら
ま
も
な
く
10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
私
た
ち
が
、
こ
の
美
し
く
豊
か
な
景
観
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
上
田

ら
し
い
景
観
を
大
切
に
守
り
、
育
ん
で
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
か

ら
優
れ
た
景
観
を
広
く
募
集
し
、「
信
州
上
田
の
景
観
１
０
０
選
」と
し
て
選
定
し

ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
た
素
晴
ら
し
い
景
観
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

応募期限　平成28年１月31日㈰まで（郵送は、当日消印有効）
応募内容　市内の誰でも訪れて見ることができる景観（未発表のもので応募者本人が

撮影した横版の作品に限ります）
 ●山並みや河川、田園風景などの自然景観
 ●市街地や交通施設などの都市景観　　●まちなみの景観
 ●古くからの歴史が感じられる景観　　●眺望景観
 ●祭礼・行事、花や緑などの人々の暮らし、文化が感じられる景観　など
応募資格　どなたでも（応募用紙１枚につき１点）
応募方法　所定の応募用紙（都市計画課窓口ほか、市ホームページ「景観・花と緑」に

あり）に必要事項を記入し、景観を撮影した写真を貼付の上、郵送（〒386-
8601（住所不要）　都市計画課宛）、メール（tosikei@city.ueda.nagano.jp）、
または直接窓口へ。

　　　　　※メールの場合は、写真データを忘れずに添付してください。
選　定 　上田市景観審議会で選定後、平成28年度中に広報うえだ、ホームページ

などで公表します。
注意事項　・応募写真は返却しません。
　　　　　・写真の版権は上田市に帰属します。
　　　　　・写真の巧

こう

拙
せつ

は選定に関係ありません。
　　　　　・ 修整・加工を加えた写真、一般の人が立ち入れない場所からしか見るこ

とができない景観は選考の対象外とします。
　　　　　・ 写真は、肖像権、著作権に抵触しないように注意してください。特に、

人物が写った写真は、その方の了解を得てください。
　　　　　・写真の原版の提出をお願いすることがあります。
　　　　　・写真公表の際、撮影者の氏名を公表することがあります。
　　　　　・応募者の個人情報は、本企画の目的以外には使用しません。
　　　　　・応募者は、応募規定をすべて了承したものとみなします。

「
信
州
上
田
の
景
観
１
０
０
選
」募
集

　  都市計画課　TEL23・5127
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うめ 近頃、映画『サムライフ』のポスターを町で見かけるようになりました。
学校にも貼ってあるよ。上田ロケ作品なの？

FC もちろん。しかも今回は、FCにとって記念すべき映画だよ。上田がロ
ケの支援を始めて約90年、その長い歴史の中でも初となる“上田生まれ
の実話”を元に“オール上田ロケ”で制作された、まさに上田ありきの作
品だからね。

うめ 丸ごと上田の映画なんて、すごいね！
FC 内容は、市内在住の元高校教師が、「学校をつくる」という自分の夢に向

けて走りだす、いわゆる青春モノなんだけど、実話だから説得力がある
し、笑いや感動もあって、とにかくテンポもいい。なによりどこのシー
ンを見てもすべてが上田だからね。地元の皆さんが楽しめないわけがな
い、そんな映画だよ。

うめ 今までは、上田で撮影された場面を必死になって探していたけど（笑）。
これは、余裕をもって見られそう！　

FC 別所線の赤い橋
きょう

梁
りょう

や千曲川など町の景色はもちろん、上田城を彩る満開
の桜に菅平の雪景色…、美しい自然も必見だよ。

うめ 楽しみ～。
FC 上田が舞台だから、上田わっしょいや六文銭グッズ、あんかけ焼きそば

など、町の文化やグルメもそのまま登場するのが誇らしいよ。全国の皆
さんに、上田の良さを知ってもらえるいい機会になるはず。素敵な映画
だから、うめちゃんたちにもぜひ見てほしいな。

うめ うめも映画を見て、家族やお友だちと“上田あるあるネタ”で盛り上がり
ます！

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！⑦
　新年を迎えて、ますます元気な真田うめちゃん。フィルムコミッション
（FC）の事務局へ、年始のあいさつにやって来ました。

オール上田ロケ映画『サムライフ』公開決定！

　市民の皆さんを中心に、延べ250名のエキストラの皆さんが参加した映画『サ
ムライフ』が、この２月に公開されます。皆さん、ぜひお出かけください。
期　日 　２月７日㈯からロードショー
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）　 当日券 　一般1,800円ほか
監　督 　森

もり

谷
や

雄
たけし

出　演 　三
み

浦
うら

貴
たか

大
ひろ

、松
まつ

岡
おか

茉
ま

優
ゆ

、加
か

治
じ

将
まさ

樹
き

、柾
まさ

木
き

玲
れい

弥
や

、山
やま

本
もと

涼
りょう

介
すけ

ほか

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

プレミア試写会招待券プレゼント!!
　当日は、主演の三浦貴大さんによる舞台あいさつも予定しています。観覧
希望の方は、官製はがきに住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記の上、
下記に応募してください。
日　時 　 １月中旬（予定）※詳細は信州上田フィルムコミッションホーム

ページ、または電話で下記へ。
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）
応募先 　〒386-0024　大手２-８-４　上田市観光会館２階
　　　　　信州上田フィルムコミッション　プレミア試写会係
　　　　　※ １月８日㈭必着。当選者には、翌９日㈮に電話で連絡させてい

ただきます。

演出中の鶴岡さん

テレビやラジオで
映画『サムライフ』をPR！
　１月29日㈭、SBC信越放送「３時は！ららら」
（午後２時50分～）と、同日のSBCラジオ「GO！
GO！ワイドらじカン」（午後２時５分～）に、映
画『サムライフ』の森谷監督と原作者の長

なが

岡
おか

秀
ひで

貴
たか

さんが出演。ロケ地である上田市や映画に
ついて熱く語ります。お楽しみに！

　ただ今、上田市観光会館１階売店で、映
画『サムライフ』の前売りチケット（一般1,400
円）を発売中です。ぜひお買い求めください。

前売りチケット発売！
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お
知
ら
せ
／
催
し

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
事
務
局
・

体
育
協
会
事
務
局
の
移
転

　

教
育
委
員
会
事
務
局
、
お
よ
び
体
育
協

会
事
務
局
が
、
上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ

（
天
神
一
丁
目
８
番
１
号
）５
階
に
移
転

し
、１
月
５
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

※ 

車
で
来
庁
の
際
は
、
お
城
口
第
二
駐
車

場
を
利
用
い
た
だ
き
、
駐
車
券
を
各
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

教
育
総
務
課　

TEL
23
・
５
１
０
０

２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」統
計
調
査
を
、
平
成
27
年
２
月
１
日

を
基
準
日
に
実
施
し
ま
す
。
調
査
員
が
農

林
業
を
営
む
方
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
統
計
調
査
を
装
っ
た「
か
た
り
調

査
」が
県
内
で
頻
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

広
報
情
報
課　

TEL
23
・
２
２
３
５

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書

発
行
業
務
の
休
止

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
上

田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
窓
口
で
の「
住
民

票
の
写
し
」と「
印
鑑
登
録
証
明
書
」の
発

行
を
休
止
し
ま
す（
所
得
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
発

行
で
き
ま
す
）。

● 

期
日　

１
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・
31
日

㈯
、
２
月
１
日
㈰

　

市
民
課　
　
　

TEL
23
・
５
３
３
４

　
　

広
報
情
報
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

催　

し

平
成
27
年

上
田
市
消
防
出
初
式

　

上
田
市
消
防
出
初
式
が
県
下
最
大
級
の

規
模
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
約
１
６
０
０
人

の
徒
歩
部
隊
と
、
消
防
団
の
車
両
・
は
し

ご
車
・
高
規
格
救
急
車
な
ど
、約
１
３
０
台

の
車
両
部
隊
が
参
加
す
る
市
中
行
進
は
圧

巻
！（
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

●
日
時　

１
月
18
日
㈰
正
午
〜

● 

内
容　

火
消
し
太
鼓
、
は
し
ご
乗
り
、

ま
と
い
振
初（
東
小
学
校
）、防
火
宣
言
、

車
両
機
械
器
具
点
検（
海
野
町
通
り
）、

市
中
行
進（
大
門
町
↓
海
野
町
通
り
↓

市
役
所
前
）、式
典（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
）

　

消
防
総
務
課（
消
防
団
事
務
局
）

 　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

新
春
講
演
会

「
変
わ
る
世
界
と
日
本
」

●
日
時　

１
月
23
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所

● 

講
師　

今い
ま

井い

義よ
し

典の
り

氏（
立
命
館
大
学
客

員
教
授
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

●
定
員　

１
０
０
名

● 

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所
総
務
課

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　
（

商
工
課
）

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
交
流
大
会

● 

日
時　

２
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

（
受
付
８
時
〜
）

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
内
容　

オ
ー
プ
ン
大
会
、
個
人
戦

● 

対
象　

中
学
生
以
上（
男
性
同
士
の
ペ

ア
は
不
可
）

●
定
員　

先
着
30
ペ
ア

● 

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
さ
な
だ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
３
０
０
円
）

● 

申
し
込
み　

１
月
７
日
㈬
〜
25
日
㈰

に
、
申
込
用
紙（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
あ
り
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
可
）

に
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
72
・

２
６
７
３
）、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

「
く
ら
し
カ
フ
ェ
」

　

お
金
を
騙だ
ま

し
取
ら
れ
な
い
た
め
の
講
演

と
学
習
交
流
会
で
す（
参
加
費
無
料
）。

● 

日
時　

１
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

● 

演
題　
「
ま
じ
め
な
人
の
心
を
操
る
！

特
殊
詐
欺
の
手
口
」

● 

講
師　

北き
た

村む
ら

き
ぬ
子
氏（
消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

● 

申
し
込
み　

1
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

コ
ー
プ
な
が
の
総
合
企
画
室

　
　

TEL
０
１
２
０
・
５
０
２
・
４
７
７

　
　
（

生
活
環
境
課
）

介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」

● 

日
時　

１
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

交
流
会
、
個
別
相
談（
希
望
者
）

● 

対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
に

つ
い
て
学
び
た
い
方（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９
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鹿
教
湯
温
泉

氷
灯
ろ
う
夢
祈
願

● 

日
時　

２
月
１
日
㈰
ま
で
の
毎
日
午
後

４
時
30
分
〜
９
時
頃（
雨
天
中
止
）

● 
場
所　

鹿
教
湯
温
泉（
五
台
橋
、
文
殊

堂
周
辺
）

● 

内
容　

毎
日
午
後
４
時
30
分
の
灯
ろ
う

点
火
式
に
参
加
で
き
ま
す（
無
料
。
先

着
順
）。
ま
た
、氷
絵
馬（
１
０
０
０
円
）

に
自
身
の
願
い
を
込
め
、
灯ひ

を
燈と
も

す
こ

と
で
成
就
を
祈
願
で
き
ま
す
。

　

鹿
教
湯
温
泉
観
光
協
会

　
　

TEL
44
・
２
３
３
１

　
　
（

産
業
観
光
課
）

講
座
・
教
室

第
５
回
ひ
き
こ
も
り

家
族
教
室

● 

日
時　

１
月
26
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
１
時
30
分
〜
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
」
〜
お
互
い
を
大

切
に
す
る
会
話
〜
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

● 

講
師　

塚つ
か

越こ
し

洋よ
う

子こ

氏（
心
理
相
談
員
・

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
対
象　

市
民（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

聞
い
て
・　

・

エ
コ
講
座（
全
４
回
）

● 

対
象　

全
日
程
受
講
で
き
る
方（
単
独

で
受
講
し
た
い
方
は
相
談
く
だ
さ
い
）。

●
定
員　

先
着
30
名

● 

受
講
料　

無
料（
別
途
、
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
材
料
費
、
保
険
料
な
ど
が
必
要
）

● 

申
し
込
み　

１
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

就
活
セ
ミ
ナ
ー

「
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
ブ
」（
全
６
回
）

● 

日
時　

１
月
27
日
〜
３
月
３
日
の
火
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

● 

内
容　

魅
力
的
な
応
募
書
類
作
成
、
面

接
マ
ナ
ー
な
ど

● 

対
象　

40
代
前
半
ま
で
の
就
職
活
動
中

の
方

●
定
員　

先
着
20
名（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

１
月
９
日
㈮
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

 

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン

タ
ー
／
㈱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
ア
イ（
長
野
労
働
局
委
託
団
体
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
27
・
５
０
１
０

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

年
金
の
申
請
や
健
康
保
険
の
切
換
、
再

雇
用
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

● 

日
時　

１
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
／
講
座
・
教
室

回 日　時 場　所 内　　容

① ２月３日㈫
午後１時30分～３時30分

上田クリーン
センター

市のごみの現状を知ろ
う、ごみの減量と生ご
み処理　など

② ２月19日㈭
午前10時～午後２時 中央公民館

エコクッキング、ぱっ
くん体験で生ごみ処理
実践　など

③ ２月25日㈬
午後１時～４時

上田クリーン
センターほか

民間資源回収処理施設
などを見学しよう

④ ３月５日㈭
午後１時30分～３時30分

上田クリーン
センターほか

エコ・ハウス見学、ご
み分別ゲーム　など

幻想的な光に浮ぶ五台橋

得
ま
る
と
く
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

● 

対
象　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
、
間
近

に
控
え
た
方

●
定
員　

20
名
程
度

● 

講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

● 
申
し
込
み　

１
月
21
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）

で
左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

第
14
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
全
７
回
）

● 

日
時　

１
月
24
日
〜
３
月
７
日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
受

付
１
時
45
分
〜
）

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
定
員　

30
名

● 

参
加
費　

５
０
０
円（
初
回
の
み
。
別

途
、
毎
回
入
館
料
が
一
般
６
０
０
円
、

60
歳
以
上
４
０
０
円
必
要
）

● 

持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

● 

申
し
込
み　

１
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

 

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
：
大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

　
　
（

健
康
推
進
課
）

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
95
回
市
民
公
開
講
座

● 

日
時　

１
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 

場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
感
染
症
と
免
疫
」

● 

講
師　

南な

雲ぐ
も

治は
る

夫お

氏（
小
児
科
医
長
）

● 

受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
申
込
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

各
種
教
室

◇
ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
全
10
回
）

● 

日
時　

１
月
22
日
〜
３
月
26
日
の
毎
週

木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
参
加
費　

３
５
０
０
円

● 
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
用
飲
料

◇
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室（
全
10
回
）

● 

日
時　

１
月
16
日
〜
３
月
20
日
の
毎
週

金
曜
日
、
午
前
10
時
15
分
〜
11
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

● 

参
加
費　

２
５
０
０
円（
別
途
入
館
料

５
０
０
円
）

● 

持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
風
呂
道
具

◇
共
通
事
項　

●
定
員　

先
着
各
15
名

● 

申
し
込
み　

１
月
７
日
㈬
午
後
２
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
民

● 

職
務
内
容　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
、
地
域
に
密
着
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
な
ど

● 

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３

月
31
日
の
２
年
間

● 

申
し
込
み　

２
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

非
常
勤
職
員　

（
保
健
師
）を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数　

若
干
名

● 

応
募
資
格　

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方

● 

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
場
所　

健
康
推
進
課

● 
勤
務
内
容　

乳
幼
児
・
成
人
の
保
健
指

導
、
健
康
相
談
な
ど

● 
勤
務
条
件　

勤
務
時
間
、
給
与
な
ど
は

常
勤
職
員
に
準
ず
る

● 

申
し
込
み　

履
歴
書
、
保
健
師
免
許
証

写
し
を
直
接
左
記
へ（
随
時
受
付
）。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

講
座
・
教
室
／
募
集
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武石地域自治センター

丸子地域自治センター

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター

eeeeeeeeee

市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。

お宝発見！
上田の

東
信
地
方
最
大
の
お
堂「
信
濃
国
分
寺
本
堂
」（
県
宝
）

　

今
か
ら
お
よ
そ
１
２
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
に
、
聖
武
天

皇
の
詔
み
こ
と
の
り（
命
令
）に
よ
っ
て
国（
お
お
む
ね
今
の
都
道
府
県
）ご

と
に
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
、
国
家
の
平
和
が
祈
ら
れ
ま
し
た
。

信し
な

濃の
の

国く
に（
長
野
県
）の
国
分
寺（
現
在
の
信
濃
国
分
寺
史
跡
公

園
）は
、
そ
の
後
の
３
０
０
年
位
の
間
に
戦
い
や
災
害
に
よ
っ

て
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
信
仰
の
場
は
現
在
の
国
分
寺
へ
移

り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
分
寺
本
堂
は
、
薬
師
堂
や
八
日
堂
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
尊
が
薬
師
如
来
で
あ
る
こ
と
や
、
毎
月
八

日
に
国
家
安
泰
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
こ
の
建
物
の
建
築
工
事
は
、
起
工
か
ら
20
年
の
歳
月
を

か
け
て
、
江
戸
時
代
末
期
の
万ま
ん

延え
ん

元（
１
８
６
０
）年
に
完
成

し
ま
し
た
。
入い
り

母も

屋や

造づ
く
り

の
屋
根
の
一
段
低
い
位
置
に
裳も

階こ
し

と

い
う
庇ひ
さ
し

が
付
い
て
い
る
の
で
、

二
階
建
て
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
長
野
市
の
善
光
寺
も
構
造

的
に
は
国
分
寺
本
堂
と
同
じ

裳
階
付
き
の
建
物
で
す
。
内
部

は
、
普
段
私
た
ち
が
参
詣
す

る
外げ

陣じ
ん

と
呼
ば
れ
る
空
間
と
、

仏
様
の
空
間
で
あ
る
内な
い

陣じ
ん

に

わ
か
れ
、
内
陣
の
両
側
と
後
ろ

に
は
お
坊
さ
ん
の
通
路
で
あ

非
常
勤
職
員（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
）を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数　

若
干
名

● 
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
保
育
士
資

格
、
普
通
運
転
免
許
を
持
つ
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
60
歳
未
満
の
方

● 

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

職
務
内
容　

子
育
て
の
相
談
・
助
言
、

利
用
者
同
士
の
関
わ
り
へ
の
支
援
な
ど

● 

勤
務
条
件　

１
日
６
時
間
勤
務
を
基
本

と
し
、
週
36
時
間
の
範
囲
内
で
勤
務
時

間
を
割
り
振
る（
土
・
日
・
祝
日
の
勤
務

あ
り
）。
社
会
保
険
加
入
。
賃
金
は
市

非
常
勤
職
員
設
置
要
綱
に
よ
り
支
給
。

● 

申
し
込
み　

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
履

歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を
左
記
へ
持

参（
郵
送
・
応
募
用
紙
の
返
却
不
可
）。

● 

選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ

り
決
定

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

募
集

る
入い
り

側が
わ

が
あ
り
ま
す
。

　

近
世
の
お
堂
と
し
て
は

東
信
地
方
最
大
で
、
向ご

拝は
い

の
鳳ほ
う

凰お
う

な
ど
に
み
ら
れ
る

鋭
い
彫
り
や
虹こ
う

棟り
ょ
う

の
複
雑

な
絵え

様よ
う

な
ど
に
江
戸
時
代

末
期
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の

彫
刻
は
、
当
地
国
分
出
身

の
竹た
け

内う
ち

八や

十そ

吉き
ち

の
手
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

信
濃
国
分
寺
に
は
、
こ
の
お
堂
を
建
て
る
に
当
た
っ
て
、

集
め
た
寄
付
の
内
容
を
書
い
た「
勧
進
帳
」11
冊（
市
指
定
文
化

財
）が
残
さ
れ
て
お
り
、
寄
進
者
は
、
上
田
藩
主
松
平
氏
や
上

田
の
商
人
の
ほ
か
、地
元
の
小
県
郡
一
帯
だ
け
で
な
く
、佐
久
、

長
野
や
群
馬
や
東
京
ま
で
に
及
ん
で
お
り
、
信
仰
の
広
が
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
１
月
７
日
・
８
日
に
執
り
行
わ
れ
る「
八
日
堂
縁
日
」

に
は
、
お
守
り
の「
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

」や
ダ
ル
マ
を
買
い
求
め
に

全
国
各
地
か
ら
参
詣
者
が
訪
れ
、
一
連
の
行
事
は
国
の
選
択

無
形
民
俗
文
化
財（
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

外　観

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

向拝の彫刻
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

鈴子自治会「鈴子文化財等事業実行委員会」

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
知
り
、

世
代
間
交
流
を
活
発
に
し
た
い

橋は
し

詰づ
め

洋よ
う

司じ

さ
ん
、
宮み
や

原は
ら

宏ひ
ろ
し

さ
ん

〈事業の紹介〉
鈴子自治会は、平成26年４月
にわがまち魅力アップ応援事業
の採択を受け、３年計画で地域
の歴史や文化財を地域に伝え、
世代間の交流を図っています。
今後は来光寺薬師堂周辺の「い
こいの場」を整備し、地域の歴
史を知るためのイベントを開催
する予定です。
※来光寺薬師堂は、塩田平札所
めぐりの１か所となっていま
す。

　

鈴
子
自
治
会（
橋
詰
洋
司
自
治
会
長
・
左
上
写
真
左
）で
は
、

地
域
の
文
化
財
で
あ
る
来ら

い

光こ
う

寺じ

薬や
く

師し

堂ど
う

お
よ
び
そ
の
周
辺
を
整

備
し
、
そ
の
価
値
や
、
先
祖
た
ち
が
守
っ
て
き
た
歴
史
遺
産
を

地
域
に
伝
え
世
代
間
交
流
を
図
る
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

地
域
を
つ
く
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
に
橋
詰
さ
ん
ら
10
人
で

鈴
子
文
化
財
等
事
業
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

来
光
寺
は
江
戸
時
代
初
期
頃
に
は
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
尊
の
薬
師
如
来
像
と
薬
師
堂
は
地
域
の
人
た
ち
に
守
ら
れ
て

現
在
ま
で
大
切
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
地
域
の
寄
合
・

交
流
の
場
で
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
文
化
財
を
後
世
に
残
し
地
域
内
交
流
の
拠
点

と
す
る
た
め
、
新

築
さ
れ
て
か
ら
80

余
年
が
経
過
し
て

老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
お
堂
の
改
修

作
業
を
行
い
、
屋

根
や
床
を
修
繕
し

て
色
を
塗
り
替

え
た
ほ
か
、
格

子
戸
に
透
明
板

を
貼は

り
、
堂
内

に
安
置
さ
れ
た

仏
像
を
雨
風
か

ら
守
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

　

同
会
委
員
長

の
宮
原
さ
ん（
左
上
写
真
右
）は「
地
域
内
で
連
携
を
と
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
。
ま

た
、
そ
の
地
域
力
を
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

う
」、
橋
詰
さ
ん
は「
修
理
す
べ
き
箇
所
が
予
想
以
上
に
多
く
大

変
だ
っ
た
が
、
活
動
を
通
し
て
、
地
域
内
で
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
今
後
、
同
薬
師
堂
周
辺
に
あ
る
地
蔵
や
五
輪
塔
な
ど

の
文
化
財
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
定
し
、
案
内
板
の
設
置
、
学

習
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
案
内
冊
子
を
作
成
す

る
予
定
で
す
。

ため池フェスティバルの際の札所めぐりに訪れた人々の様子



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

真田図書館 TEL72・8080
有線2003　

新春おはなし広場
　図書館サポーター「おとぎの会」による絵本の読み聞かせ
と、童謡・唱歌を楽しむ会による歌とおはなし会をお楽し
みください。
日　時 　１月17日㈯10：30～11：30 

ボランティア養成講座（２）
　サポーターとして本の配架や書架整理、本のカバーかけ、
修理などをしていただける方を対象に開催します。
日　時 　１月22日㈭13：30～15：30
内　容 　本のカバーかけ、修理などを実際に研修します。
定　員 　20名
持ち物 　エプロン、はさみ、カッターナイフ、定規
申し込み 　１月18日㈰までに、電話、または有線で。

第４回真田塾を開催します
　地域の自然や文化、歴史などを知り、地域の魅力につい
て学ぶことを目的に開催します。
日　時 　１月31日㈯14：00～16：00
講　師 　寺

てら

島
しま

隆
たか

史
し

氏（元市立博物館長）
演　題 　真田信繁（幸村）について
 ～その前半生を中心に再考する～
定　員 　先着50名
申し込み 　１月10日㈯～22日㈭に、電話、または有線で。信州国際音楽村　　　　　　TEL42・3436

音楽村恒例　新春寄席
　毎年恒例の新春寄席です。イベント終了後にはお年玉プ
レゼントの抽選会も予定しています。
日　時 　１月25日㈰14：00開演（開場13：30）
出　演 　立

たて

川
かわ

談
だん

幸
こう

 瀧
たき

川
がわ

鯉
り

昇
しょう

 三
さん

笑
しょう

亭
てい

可
か

女
め

次
じ

 瀧
たき

川
がわ

鯉
こい

毛
け

料　金 　一般2,000円（当日
2,500円）、小中学生
1,000円（ 当 日1,500
円）※全席指定

チケット 　信州国際音楽村、平
安堂（上田店・上田し
おだ野店）、丸子文
化会館ほかで販売　

施設改修に伴う一部休館
　具体的な日時や詳細は、問い合わせください。
期　間 　１月上旬～２月下旬

池波正太郎真田太平記館　　TEL28・7100

旭
きょく

堂
どう

南
なん

陵
りょう

が語る「義賊 雲霧仁左衛門」
　企画展開催に合わせ、講談として現在に伝わる「雲霧仁
左衛門」を上方講談師が語ります。池波作品との違いもお
楽しみください。
日　時 　２月１日㈰13：30～15：30 
講　師 　旭堂南陵氏（上方講談師、大阪芸術大学客員教授）
定　員 　60名程度
受講料 　800円
 （お茶代含む）
申し込み 　１月27日㈫まで
 に、電話で。

参加費 　100円
持ち物 　上履き、水分補給用飲料、けん玉（持っている人）
申し込み 　前日までに電話、または直接西部公民館へ。
その他  貸出用けん玉あり（先着25個）。購入希望者は

申込時に問い合わせください。

心を癒
いや

すハーブ講座　～自然の香りを楽しむ～
　健やかで心豊かな生活を送るために、暮らしの中に身近
なハーブを取り入れてみませんか。
期日/内容 　
　①２月13日㈮／ 講義：ハーブの種類、手作り入浴ハーブ、

シューズキーパーと香りキャンディづ
くり、ハーブティーとルバームジャム
で茶話会　など

　②２月27日㈮／ 講義：資格について、ハーブの取り入れ
方、ハンドクリーム・香り袋づくり、ハー
ブティーで茶話会　など

時　間 　10：00～12：00 
講　師 　山

やま

嵜
ざき

弘
ひろ

子
こ

さん（ハーブコーディネーター）
定　員 　先着20名
受講料 　200円（別途材料費400円。初回一括徴収）
持ち物 　花バサミ（１回目のみ）
申し込み 　１月20日㈫～２月10日㈫に、電話、または直

接窓口へ。

旭堂南陵氏

1414



施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

Facebook入門講座
　今話題のSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）
のFacebookをこれから始めたい方のための講座です。
Facebookの安全な使い方を学びます（事前にFacebookへ
の登録が必要です。登録できない方は相談ください）。
日　時 　２月２日㈪13：30～16：00
対　象 　Facebookを始めたい方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　1,500円
申し込み 　１月12日（月・祝）～２月１日㈰に、電話で。

Illustrator超入門
　Illustratorを使ってカードを作ります。写真やイラスト
の配置、文字の編集などIllustratorの基本機能を知りたい、
使ってみたい方向けの講座です。
日　時 　２月６日㈮13：30～16：30 
対　象 　Illustratorを使いたい方で文字入力ができる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

ビジネスコース仕事の基本セミナー
　仕事の基本である「組織や個人の能力を引き出すスキル」
を磨く、参加体験型研修です。企業の社員教育としても活
用ください。
日　時 　１月16日㈮18：30～20：00 
内　容 　コスト意識の強い社員の育て方
 「コスト意識の 強い組織を目指す」
対　象 　起業を目指す方、転職・就活したい方、
 自己啓発したい方、社員を教育したい方
定　員 　先着12名
受講料 　500円（資料代）
申し込み 　１月５日㈪以降、電話で。

図書館員とそのたまごたちによるおはなし会
　図書館員と上田女子短期大学の学生によるおはなし会で
す。読み聞かせのあとに絵本選びのお手伝いをしますので、
図書館のカードを持ってお出かけください。
日　時 　１月18日㈰11：00～11：30
内　容 　当日のお楽しみ
対　象 　幼児とその保護者

塩田公民館 TEL38・6883
FAX38・7013

スノーシューで遊ぼう冬の雪原体験
日　時 　２月８日㈰8：30～14：00 
場　所 　武石少年自然の家（ベルデ武石）
内　容 　スノーシュー体験！真っ白な雪原で、動物の足

跡を探そう！ “トン汁”でお昼
対　象 　市内の小学４年生以上の児童・生徒
 （小学１～３年生は要保護者同伴）
定　員 　20名（保護者含む）
受講料 　500円（保険代、スノーシュー代など）
持ち物 　昼食（弁当）、水分補給用飲料、防寒着、長靴、

スキーのストック（ある人）
申し込み 　２月４日㈬までに電話、またはFAXで。

西部公民館　　　　　　　　　TEL27・7544

2015決め技！けん玉教室
　基礎から応用まで技を磨きたい方、特に小学生におすす
めの教室です。
日　時 　１月24日㈯13：30～15：30
講　師 　清

し

水
みず

悟
さとる

さん
 （けん玉協会甲信越・北陸支部/けん玉道４段）
定　員 　先着50名

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

おはなし会
　「お話を楽しむ会」の皆さんによる大型絵本の読み聞かせ
や手あそびを予定しています。
日　時 　１月17日㈯10：30～

受講料 　1,500円
申し込み 　１月16日㈮～２月５日㈭に、電話で。

就職・進学準備にもExcel基礎セミナー［Excel2013使用］
日　時 　２月７日㈯・14日㈯13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　１月17日㈯～２月６日㈮に、電話で。
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　市立美術館開館記念事業の一環として、小松美羽展が始まりました。

　会場には、彼女の作品の大きな特徴の一つである「目」が描かれた銅版画や

絵画、有田焼の絵付けの立体作品など、108点が展示されています。

　12月５日㈮には、オープニングセレモニーが開催され、その後行われた

内覧会では、参加者が小松さんの作品解説に熱心に聞き入っていました。

若々しい感性とオリジナリティにあふれた世界
小
こ

松
まつ

美
み

羽
わ

展～画家・小松美羽の夢と挑戦～

12月６日㈯～１月12日（月・祝）

　長野大学体育館で「避難所体験」イベントが開催され、子どもから高齢者ま

で約120名の皆さんが参加しました。非常食の試食や体育館での寝
ね

心
ごこ

地
ち

体験、

更衣室や仮設トイレ、情報掲示板の活用などを考えるコーナーなど、もしも

の時に備え、妊婦や支援の必要な方を含め、さまざまな立場の人に配慮した

避難所運営を考える機会となりました。

支援の必要な方や女性に配慮
すべての人に心地よい避難所体験

11月24日（月・振休）

　真田図書館と真田図書館サポーターの会との協働による図書館まつりが開

催され、本のリサイクル市をはじめ、紙芝居や腹話術が行われ、つきたての

杵
きね

つき餅が来館者に振
ふ

る舞
ま

われました。

　本のリサイクル市では、昨年よりも250冊程多い1,644冊が提供され、来

館者は思い思いに好きな本を手に取り持ち帰りました。

日頃の感謝を込めて
第４回真田図書館まつり

12月６日㈯

　昭和38年11月に開館した上田市民会館の閉館に伴い、同館を利用してき

た７団体の皆さんによる「さよならイベント」が盛大に開催されました。

　ステージでは、バレエや舞踊、合唱や吹奏楽などが行われ、フィナーレは

参加者と観客が一体となり「蛍の光」を合唱し、51年間の思い出が詰まった

市民会館との別れを惜しみました。

51年間、ありがとう!!
上田市民会館さよならイベント

12月６日㈯・７日㈰

　サントミューゼ小ホールのこけら落とし事業の一つとして、未来のピアニ

ストリサイタルが開催されました。

　２日間で、６～18歳の26名の「未来のピアニスト」が参加し、和やかな雰

囲気の中それぞれ１曲ずつ曲を披露し、仲道さんから丁寧なアドバイスを受

けました。上田から世界に羽ばたくピアニストの登場が楽しみです！

目指せ！未来のピアニスト！
仲道郁代 未来のピアニストリサイタル

11月23日（日・祝）・24日（月・振休）
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　市長会定例会では、少子高齢化による地方の人口減少が
急速に進んでいる中で、地方を活性化させるための「市町
村の総合戦略の策定」について県から説明を受けました。
　また、阿部知事との懇談会では、市長会から「少子化対
策の充実」、「山の日制定を契機とした関連施策の充実」な
ど4項目について要望し、私からも幾つか提案させていた
だきました。
　地方創生は待った無しの課題であるため、県と市がタッ
グを組んで数々の
課題に対応するこ
とが大切です。

11月21日㈮

長野県市長会定例会・
阿部知事との懇談会

　JA信州うえだ農産物流通センターで開催された第15回
収穫感謝祭（ふじ祭り・きのこ祭り）、上田市丸子農産物直
売加工センターで開催された第11回あさつゆ収穫感謝祭
に行ってきました。
　農産物流通センターの収穫感謝祭では、千曲高校生によ
るリンゴを使った菓子が振る舞われ美

お

味
い

しくいただきまし
た。
　りんごに含まれるポリフェノールは、血液をサラサラに
すると言われてい
ます。皆さんもり
んごを食べて、「血
液サラサラ、心は
ジューシー」にな
りましょう。

11月22日㈯・23日（日・祝）

秋の収穫感謝祭次々と

　地域課題の協議、住民の皆様との地域づくりに関する意
見交換を目的に、各地域自治センターの市長室を利用した
移動市長室を実施しています。
　第１弾となる今回は、真田中学校の東日本大震災や真田
丸にかかわるプロジェクトのリーダーとの懇談や、大日向
自治会との水道水源に関する基本合意書の調印式、傍陽小
学校への学校訪問などを行いました。
　特に、次代を担う小・中学生の、発表や懇談の際に堂々
と自分の意見を伝
える姿を見て、大
変心強く感じたと
ころです。

11月27日㈭

移動市長室
（真田地域自治センター）

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

　中央公民館において「うえだ多文化交流フェスタ2014」
が開催されました。このイベントは、AMU（上田市多文化
共生推進協会）の事業の中で最も大きなイベントです。
　当日は和太鼓や民族舞踊などのステージイベントのほか
展示や試食も行われ、多くの皆さんが交流を深めました。
　上田市には3,300人の外国籍市民が在住していますが、
文化や言葉の違いを乗り越え、お互いのことを理解し、よ
り良い関係を築いていくことが大切であると改めて感じま
した。

11月30日㈰

うえだ多文化交流フェスタ
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　11月29日、サントミューゼ大ス
タジオで新国立バレエ団メンバーに
よるバレエワークショップ（体験講
座）が開催され、31名の小学生が受
講しました。このワークショップは、
12月27日の同バレエ団による「シン
デレラ」公演を前に、より多くの方
にバレエへの関心を持っていただけ
るよう企画したものです。
　ワークショップでは、柔軟体操を
始め、正しい姿勢や基本的な手足の
位置、歩き方などを教わった後、バ
レエ特有のステップやターンを練習
し、その後、シンデレラと魔法使い
の役に分かれ、「嬉

うれ

しい気持ち」や「き
れいなドレス」などを身振り手振りで表現する方法
を教わりました。
　参加者からは「バレリーナとふれあえて良かっ
た」、「演技が楽しかった」と感想があり、また、体
を柔らかくするコツは？との質問には、講師を務め
た寺

てら

田
だ

亜
あ

沙
さ

子
こ

さんが、「お風呂上りに柔軟体操をす
るなど、少しずつでも毎日続けることが大事」とア
ドバイスしていました。

バ
レ
エ
っ
て
楽
し
い
!!

新
国
立
劇
場
バ
レ
エ
団
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

11
月
１
日
、

東
京
都
渋
谷
区

N
H
K
放
送
セ

ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た「
き
ょ
う

の
料
理
ク
ッ
キ

ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト　

じ
も
と
盛

り
上
げ
料
理
部

門
」に
、
わ
が

ま
ち
魅
力
ア
ッ

プ
応
援
事
業
採
択
団
体
の「
内う
ち

村む
ら

っ
娘こ

の

会
」の「
鹿
と
季
節
野
菜
の
サ
ラ
ダ
」が
全

国
約
８
０
０
件
の
応
募
に
よ
る
予
選
を
勝

ち
抜
き
、
決
勝
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
佐
賀
県
伊
万
里
小
ね
ぎ
部
会

の
皆
さ
ん
の「
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
」

と
の
対
戦
で
、
午
前
・
午
後
と
も
に
50
名

の
一
般
審
査
員
が
試
食
し
、
ど
ち
ら
か
に
１

票
を
投
票
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
料
理
は
、
遊
休
荒
廃
農
地
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
野
草
と
ハ
ー
ブ
を
活
用

し
、
鹿
肉
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
し
て
い

る
の
が
特
長
で
、
審
査
員
は「
初
め
て
鹿

肉
を
食
べ
ま
し
た
が
、
柔
ら
か
く
て
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ヘ
ル
シ
ー
な
の

で
今
後
も
ぜ
ひ
食
べ
た
い
」と
満
足
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
１
票
差
で
惜
し
く
も
準
グ

ラ
ン
プ
リ
と

な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者

同
士
の
親
睦

も
深
ま
り
、

自
慢
料
理
の

共
演
を
楽
し

み
ま
し
た
。

地元の美
お

味
い

しい料理の共演！
NHKきょうの料理クッキングコンテスト
「じもと盛り上げ料理部門」で準グランプリ！
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12
月
３
日
、
長
小
学
校
４
年
生
16
名
が
、
福
祉
体
験

学
習
と
し
て
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
広ひ
ろ

沢さ
わ

里り

枝え

子こ

さ

ん（
東
御
市
）を
招
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
目
が
不
自
由

な
方
へ
の
道
案
内
の
仕
方
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

広
沢
さ
ん
は
、「
目
が
見
え
な
い
こ
と
は
不
自
由
だ

け
れ
ど
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
で
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
」と
、
友
だ
ち
に
助
け
て
も
ら
い
楽

し
く
学
校
生
活
が
送
れ
た
こ
と
、
助
け
が
な
か
っ
た
時

に
は
不
自
由
で
困
っ
た
こ
と
、
親
に
な
っ
て
、
点
字
が

施ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
る
絵
本
で
お
子
さ
ん
に
読
み
聞
か
せ
を
し

た
こ
と
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
安
全
に
歩
く
た
め
に
盲

導
犬
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
人

に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
は
２
人
一
組
に
な
り
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
付
け
た
児
童
を
も
う
一

人
の
児
童
が
校
舎
内
の
道

案
内
を
行
う
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

女
子
児
童
は
、「
広
沢

さ
ん
の
お
話
は
、
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
で
は
、

目
が
見
え
な
い
こ
と
は
怖

か
っ
た
し
、
案
内
す
る
時

は
け
が
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
と
気
を
遣つ
か

っ
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

長小学校４年生が福祉体験学習

助け合い、共に幸せに暮らせるために

　11月18日、武石小学校で児
童会まつりが開催され、体育館
には、児童会の各委員会が企画
したブースが設けられ、各ブー
スを、１～６年生まで各学年１
～２人ずつで構成された「縦割
り班」で回りました。
　各委員会のブースは、６年生
が中心になり工夫を凝らして
作りました。情報委員会のブー
スでは、委員会で考えたキャラ
クターの「テレビン」が登場し、
清掃委員会のブースでは、ゴミ
を種類別に分けるタイムを競
うゲームが行われ、他にも宝探
し、ペットボトルボーリング、
エコキャップ集めなどの様々

な企画が登場しました。各ブースでは、縦割り班ごとに点数がつ
けられ、最終的な総合得点を競い合いました。
　清掃委員会の児童は、「清掃に関心を持ってもらうようにゲー
ムを考えました。みんな楽しんでくれて、一生懸命準備した甲

か

斐
い

がありました」と話していました。

〜
武
石
小
学
校
児
童
会
ま
つ
り
〜

み
ん
な
で
楽
し
も
う
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：160,310人 男：78,466人 女：81,844人 世帯数：65,852世帯
　　　（3,280人）　 　（1,539人）　 　（1,741人）

市の人口（平成26年12月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

公演・講座開催情報　新着チケット情報

公 演 • 講 座 開 催 情 報

　サントミューゼ　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

仲道郁代の親子で楽しむピアノコンサート
　クラシックは難しそう…でも子どもにも聴かせてあげたい、という方に朗報です！
　仲道郁代さんの演奏で名曲を、４歳以上のお子さんから大人まで楽しめるコンサートです。
日　時 　１月12日（月・祝）14：00～　　 場　所 　小ホール
曲　目 　ドビュッシー /月の光、ショパン/ノクターン第20番、英雄ポロネーズ　ほか
料　金 　2,000円（全席指定。25歳以下は1,000円。要身分証明書）※託児（無料）あり。詳細は問い合わせください。
プレイガイド　 サントミューゼ（窓口、インターネット）、平安堂（上田店・上田しおだ野店）

第４回アーツスタッフアカデミーオープン講座
　当初予定していました「ホールと防災」から「文化施設と広報」にテーマを変更して開講します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています（受講料無料。申込不要）。
日　時 　１月28日㈬18：30～　　 場　所 　多目的ルーム　　 テーマ 　「文化施設と広報」
講　師 　阿

あ

南
なん

一
かず

徳
のり

氏

ベートーヴェン｢第九｣演奏会
　市民の皆さんで作り上げてきた合唱と、群馬交響楽団の演奏で、巨匠大

おお

友
とも

直
なお

人
と

氏の指揮
によるベートーヴェン『第九』がサントミューゼに響き渡ります。
チケット発売　 １月11日㈰10：00～
料　金 　Ｓ席4,000円、Ａ席3,000円、Ｂ席2,000円（25歳以下は半額。要身分証明書）
　　　　　※全席指定・税込。未就学のお子さんの入場はできません。
プレイガイド　サントミューゼ（窓口、インターネット）、平安堂（上田店・上田しおだ野店）
公演日時 　２月22日㈰15：00～（開場14：15）　　 公演場所 　大ホール

志の輔・談春・談慶 兄弟会
チケット発売　 １月17日㈯10：00～　
料　金 　5,000円（全席指定）※一人４枚まで
プレイガイド　サントミューゼ（窓口、インターネット）、サンライズプロモーショ

ン、チケットぴあ、ローソンチケット、ながの東急百貨店、井上百貨店
公演日時 　３月８日㈰15：00～（開場14：30）　　　 公演場所 　大ホール
　サンライズプロモーション北陸　TEL025・246・3939（10：00～19：00）

仲道郁代⒞Kiyotaka Saito

地域ふれあいコンサート in 城南地域
仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

ピアノコンサート
～名曲の秘密を解き明かす演奏会Part２～
　ピアニスト仲道郁代さんをお招きし、城南地域でコンサートを開催します。
　ぜひ翌日の「親子で楽しむピアノコンサート」と合わせてお楽しみください。
日　時 　１月11日㈰14：00～（開場13：30） ※15：00終演予定
場　所 　城南公民館　　 料　金 　500円（当日券のみ。全席自由。中学生以下無料）

大友直人⒞Rowland Kirishima

新着チケット情報
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